
　7月初旬に予定していた「トンボ天国クリーン大作戦」は、大雨の影響で中止となりました。参加を

予定されていた方、次の機会にご協力をお願いします。 

　さて、みなさんは普段の生活の中で、笠松町のよさを感じることがありますか？「笠松町道徳のまち

づくり条例」が施行されて10年が過ぎ、日常の生活の中にも「笠松人の心」が表われていると思います。 

　梅雨明けした7月の中旬に、笠松町内をぐるりと回ってみました。すると、町内には豊かな自然が残

り、多くの文化財・史跡があることがわかりました。また、一生懸命働く人の姿、親子で仲良く活動する

姿、ボランティアで子どもを見守る姿、家の近くの道路の草を抜く姿など、心が温まる場面をたくさん見

ることができました。 

　右の写真は笠松県庁及び美濃郡代笠松陣屋跡の様子です。写真を撮りながら、昔この地には陣

屋そして県庁があり、笠松湊も近いため、地域の中心地として栄え、それが笠松町の文化を発展させ

る一つの要因だったのだと思いを巡らせました。 

　みなさんも、笠松町内のいろいろな場所で、「笠松の

よさ」を見つけ、感じてみてください。 

　今年度も、“かさまつ　いいね”写真を募集します。 

　今は、スマホや携帯電話で簡単に写真が撮れる時

代になりました。笠松町のよさを感じた時にすばやく画

像に記録し、応募してください。詳しい募集要項は10

月の班回覧でご案内します。 

No.35
「笠松町のよさ」を見つけ、感じよう。 
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スポーツ ＆  レクリエーション 

7月22日（日）　四季の里広場　参加人数　110人 
　   （敬称略） 
◆一般大会 優　勝　岸田 廣子 準優勝　野田 澄子   3 　位　間野 誠吾 
◆町内対抗大会 優　勝　松栄町B 準優勝　下門間   3 　位　米野A

第36回町民グラウンド・ゴルフ大会 

8月4日（土）・5日（日）　緑地公園内テニスコート・笠松中学校テニスコート 
参加人数　92人   （敬称略） 
▼中学生以下男子の部 
優　勝　小森 渉夢・纐纈 翔 準優勝　佐藤 拓真・永田 健人 
 3 　位　渡辺 元大・魚住 啓太  3 　位　西原 陸翔・児玉 樹斗 
▼中学生以下女子の部 
優　勝　木下 遥華・岡田 真季 準優勝　不破 瑠風・土松 陽奈 
 3 　位　近藤 萌 ・中野 天音  3 　位　小島 暖乃・森 きらり 
▼一般男子の部 
優　勝　古田 叡識・福井 一樹 準優勝　大塚 修徳・宮原 遼也 
 3 　位　棚瀬 皇貴・丹羽 一貴  3 　位　松原 直美・武山 祐樹 

第67回町民ソフトテニス大会 

　「事業者は、その事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任において処理しなければならない」
と廃棄物の処理及び清掃に関する法律で定められています。 
　事業活動に伴って生じたごみは、たとえ少量であっても町内のごみステーションには出せません。 

☆事業系ごみとは 
　飲食店、商店、事務所などの事業活動に伴って発生するごみのことを言います。 

○事業系一般廃棄物を処理する方法 
1.許可業者に回収を依頼する 

許可業者については、お住まいの地域によって異なりますので、役場環境経済課までお問合せください。 
2.ごみ積替施設に直接搬入する 

事前に役場環境経済課で搬入許可申請をしてください。 
㈱高島衛生ごみ積替施設（岐南町平成6丁目110番地）　蕁248‐0089 

【受入曜日・時間】水曜日・土曜日　午前9時～正午　午後1時～3時 
【搬入可能量】1日につき1車とし、上限は200kgまで 
【料金】無料 

ごみを減らしましょう　～事業系ごみは適正に処分してください～ ごみを減らしましょう　～事業系ごみは適正に処分してください～ 

ごみ 
（廃棄物） 

一般廃棄物 

家庭系一般廃棄物 
一般家庭の日常生活に伴って生じた廃棄物 

産業廃棄物（事業者に処理責任） 
事業活動により生じた廃棄物のうち、法令で定められた廃棄物 

事業系一般廃棄物（事業者に処理責任） 
事業活動により生じた廃棄物のうち、産業廃棄物以外の廃棄物 

県町にある美濃郡代笠松陣屋・県庁跡 
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